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災害に強く、新たなまちを支える復興道路・復興支援道路 

～ 全線開通から１年 地域産業や企業活動、観光を応援 ～ 
 

 

■高規格道路ネットワークの形成により、広域交通流動が活性化 

〇内陸・沿岸部の断面交通量が 4,800 台～12,900 台増加し、交通流動が活発化 

〇仙台市以南から宮古市間の広域交通は、約 92％が三陸沿岸道路経由に転換 

 

■道路の機能分担により、沿線市街地において事故件数が減少 

〇宮城県気仙沼市内の幹線道路では、1 ヶ月あたりの事故件数が約 7 割減少 

 

■沿線における水産業や農畜産業を支援 

〇花巻空港と復興支援道路の連携で、朝どれの生鮮品が昼過ぎには関西に 

〇高規格道路ネットワーク形成で岩手の鶏肉は工場出荷量が 2 倍近くに増加 

 

■被災地の賑わい創出、広域周遊観光の促進・活性化 

〇道の駅「高田松原」では移動時間の短縮により、約 6 割が県外からの来訪 

〇浜の駅「松川浦」では広域からの来訪者が増加し、沿岸と内陸の連携も強化 

〇復興道路等の活用で周遊が活発化し、教育旅行の人数が約 1.9 倍に増加 

 

■アクセス性向上や物流効率化により、企業の経済活動を応援 

〇青森・岩手・宮城・福島の復興道路等沿線に新たに工場が 276 件立地 

〇復興支援道路の整備で釜石港との連携が生まれ、輸送コストが約 50％減少 

 

 
＜発表記者会＞ 青森県政記者会、岩手県政記者クラブ、宮城県政記者会、福島県政記者クラブ、東北電力記者会、東北建設専門紙記者会  
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復興道路・復興支援道路（以下、復興道路等）は、復興のリーディングプロジェクトとして震災後

１０年で全線開通させることを目標に始動し、一刻も早い復旧・復興を目指し、災害に強く、新たな

まちを支える道路として、約１０年で全線開通（５５０ｋｍ）を実現しました。 

全線開通から１年経過した交通状況および開通効果をとりまとめましたので、お知らせします。 
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復興のリーディングプロジェクト ～ 復興道路・復興支援道路 ～ 三陸沿岸地域の圏域人口の変化

平成23年３月11日に発生した有史以来の巨大地震が引き起こした東日本大震災は、直接の被災地であ

る東北地方と一部関東のみならず日本中を巻き込み、さらに世界にも影響を与える未曾有の大災害となり

ました。

復興道路・復興支援道路の供用延長
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人口減少や高齢化が厳しい課題先進地。復興道路・復興支援道路の全線開通に伴う地
域間の所要時間短縮により生活圏エリアとなる圏域人口は拡大。地域間交流の活性化
や地域生活圏の形成・維持を支援。

人口の推移

出典：住民基本台帳（H22～R3）※H22の人口を1.0とした場合の変化

高齢化率の推移

※三陸沿岸地域20市町村（石巻市、東松島市、気仙沼市、登米市、南
三陸町、女川町、宮古市、大船渡市、遠野市、久慈市、陸前高田市、釜
石市、住田町、大槌町、山田町、岩泉町、田野畑村、普代村、野田村、
洋野町）

出典：住民基本台帳（H22～R3）

出典：国勢調査（R2）

※圏域人口：二次生活圏の中心都市市役所から
60分圏域に含まれる人口

60分圏域
中心都市市役所
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全線開通後(R4)
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平成23年11月21日に第三次補正予算が成立

し、三陸沿岸道路（三陸縦貫自動車道、三陸北縦

貫道路、八戸・久慈自動車道）が「復興道路」とし

て、また、宮古盛岡横断道路（宮古～盛岡）、東北

横断自動車道釜石秋田線（釜石～花巻）、東北中

央自動車道（相馬～福島）が「復興支援道路」とし

て、新たに２２４ｋｍが事業化されました。

復興のリーディングプロジェクトとして、復興道

路・復興支援道路の整備が始まりました。

1982年復興道路初開通
（松島大郷IC~松島北IC）

年平均の延伸距離
復興道路 約4km
復興支援道路 約4km

1999年復興支援道路初開通
（宮古盛岡横断道路 達曽部道路）

東日本大震災

年平均の延伸距離
復興道路 約21km
復興支援道路 約13km

（km）
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主要断面の交通状況の変化 （ 全線開通前 ⇒ 全線開通後 ） 広域利用ルートの転換状況の一例 （ 宮古市 ー 仙台市以南 ）
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仙台市以南から宮古市間の広域交通は、東北自動車道経由（内陸部回り）から三陸沿岸
道路経由（沿岸部回り）への利用割合が増加。

復興道路・復興支援道路の整備により、格子状の高規格道路ネットワークが形成され、
内陸・沿岸部の断面交通量が増加。
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～H22までの供用区間

高規格道路

令和４年１２月１日 現在

復興道路
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交通量の変化
（全線開通前→全線開通後）

変化量（百台/日）
100～
50～100
20～50
0～20

増加

減少

内陸・沿岸部の断面交通量の変化 全 線 開 通 前 全 線 開 通 後

出典(左図)：【全線開通前】H22年道路交通センサス
【全線開通後】R4.10トラフィックカウンターによる計測値(NEXCO、国交省)（平日平均※）

※断面交通量：高規格道路と並行する国道の合計値（未供用区間は、国道のみ）
東北道・国道4号、三沿道・国道45号、常磐道・国道6号、磐越道・国道49号、
釜石道・国道283号、宮古盛岡道・国道106号、東北中央道・国道115号

※断面交通量は、四捨五入の関係で合計値と一致しない場合がある
※「宮古～盛岡」の宮古盛岡横断道路と国道、「釜石～花巻」の国道、「相馬～福島」

の国道は、R4.10.18(火)の現地計測値
※「気仙沼～釜石」の国道45号下りデータ(R4.10)欠損のため、上りデータの1.0倍として補完

仙台市以南－宮古市間交通
三陸沿岸道路利用
東北道利用

出典(上図)：商用車プローブデータ
（全線開通前：H27.6、全線開通後：R4.6）

復興道路・復興支援道路
開通済み 事業中

復興道路・復興支援道路の整備に伴い、広域交通流動の変化に加え、新規交通の誘発
など、交通流動が活性化。

※宮古市-仙台市以南間の発着交通（30台） ※宮古市-仙台市以南間の発着交通（178台）
※利用ルートのうち上位3位を表示 ※利用ルートのうち上位3位を表示



復興道路・復興支援道路の整備と事故件数の推移 宮城県気仙沼市内の交通状況の一例
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三陸沿岸道路・国道45号の
事故件数が約7割減少

(件) (km)

復興道路の整備に伴い、三陸沿岸道路及び並行する国道４５号の事故件数は減少傾向
で推移し、震災前に比べ約７割減少。

宮城県気仙沼市内では、国道４５号から三陸沿岸道路に交通が転換、沿線市街地の交
通混雑が緩和。
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出典：全線開通前（H27 道路交通センサス）
全線開通後（R3 トラフィックカウンターによる計測値(R4.9平日)）

全 線 開 通 前 【 H27 】 全 線 開 通 後 【 R4 】

気仙沼市内の幹線道路では、１ヶ月あたりの事故件数が、３．８件から１．３件に減少
（約７割減少）。

断面交通量の変化（国45号、三沿道） 事故件数の変化（国45号気仙沼市内）

R3.3 復興道路開通式（気仙沼港IC～唐桑半島IC）
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（国道45号）

（三沿道）
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古町3丁目交差点（H28解除）
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新浜町交差点

化粧坂交差点

気仙沼保険所東交差点

四反田交差点
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E45

気仙沼中央ＩＣ
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市役所

出典：H27 道路交通センサス 混雑時旅行速度 出典：R4.9 ETC2.0 混雑時旅行速度
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14:00 伊丹空港 到着

朝獲れた名産物も

昼すぎには

関西で販売！

写真：株式会社かけあしの会

花巻空港

E4

甲子町 甲子柿
唐丹町 ウニ

11:00 締め切り
12:30 出発

宮古市

瓶ドン・ワカメ

釜石市

E45

106

●関西でも三陸沿岸の海産物をこれだけ鮮度よく
食べられるなら売れると思います。（伊丹空港飲食店店長）

大阪国際空港での販売状況（ITAMI空の市）

E46

朝に水揚げ・収穫
1

2

3

瓶ドン

写真：空輸事業関係者
R3.12.17-18

283

原料調達の広域化により生産安定化、三陸沿岸エリアの連携による市場展開 水産品のより鮮度の高い輸送や生産活動の強化

三陸沿岸道路の全線開通に伴い、原料調達の広域化が図られ、生産性が安定化。

三陸コーポレーション共同出資会社

県を越えた三陸沿岸エリアの連携が生まれ、
タッグを組んだ水産品の海外市場での展開が
実施。

気仙沼の工場への仕入れ状況の例
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復興道路・復興支援道路の整備に伴い、花巻空港へのアクセス性が向上。朝どれ名産品
などを当日配送する新たなサービスが始動し、岩手県産品の付加価値の向上や販路拡
大など三陸沿岸地域を代表する水産業を応援。
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三陸沿岸地域では漁獲量が減少する中、水産食料品製造業の出荷額は震災前の水準
まで回復。

出典：各年工業統計、各年海面漁業生産統計調査

復興道路・復興支援道路の整備により、
花巻空港伊丹便に間に合うようになり、

空輸による当日配送が可能に

出典：株式会社三陸コーポレーション資料

八戸缶詰株式会社
(青森県八戸市)
ベビーホタテ、ホタテ、カニなど

株式会社 ヤマヨ
(青森県八戸市)
シメサバ、スルメイカ、サバ、イワシなど

株式会社 國洋
(岩手県大船渡市)
フィッシュフライ、スモークサーモン、イサダなど

株式会社 越戸商店
(岩手県普代村)
イクラ、秋サケ、ミズダコ、ワカメ、アワビなど

株式会社
木の屋石巻水産
(宮城県石巻市)
缶詰など

株式会社 阿部長商店
(宮城県気仙沼市)
サンマ、カツオ、メカジキ、ギンザケ、ホヤなど

本田水産株式会社
(宮城県石巻市)
カキ、ホタテなど

７社共同出資

地域商社

「（株）三陸コーポ

レーション」を

設立（2016年）

※沿線地域：岩手県（宮古市、大船渡市、久慈市、陸前高田市、釜石市、大槌町、山田町、
岩泉町、 田野畑村、普代村、野田村、洋野町）、 宮城県（気仙沼市、南三陸町）
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水産食料品製造業の製造品出荷額 漁獲量

（百億円） （千トン）
漁獲量が減少するなか、
震災前の水準まで回復



安定輸送の実現により地域産業を支援 輸送効率化を見越した設備投資の実現により地域産業を支援

09 10

青森・岩手県の復興道路沿線は国内有数の鶏卵・鶏肉の産地。高規格道路ネットワーク
の形成により、内陸・沿岸部の出荷ルートの選択が可能となり、安定輸送が実現。

E4A

飼料工場
（八戸市）

106

青森県

岩手県

45

E4

飼料輸送

E45

：開通済み区間
：事業中区間

:出荷ルート（内陸部経由）
:出荷ルート（沿岸部経由）

ブロイラー
の輸送

国内最大級
鶏肉加工工場
（久慈市）

【鶏肉】
関東方面へ 【スープ等】

鶴岡工場
【鶏肉】

関東方面へ
【スープ等】
鶴岡工場

全国３位

全国５位

青森・岩手県がトップシェア

久慈市の鶏肉加工工場では、復興道路の整備による輸送効率化を見越した設備投資を
実施しており、出荷量は2倍近くに増加。

「生しいたけ」の三陸沿岸道路を利用した新たな直販ルートの実現により、より鮮度の良
い状態での商品販売が可能に。

鶏肉加工工場（久慈市）と鶏肉出荷量

出典：鶏肉加工工場ヒアリング結果

久慈工場
（処理能力：120千羽/日）

十文字丸善スープ
（最大製造量6,000kg/日）

5.5 5.2 5.8 6.2 6.8

9.2 9.7 9.8

0.0
2.0
4.0
6.0
8.0

10.0

H21 H23 H25 H27 H29 R1 R3 R4
（目標）

（万トン） 久慈工場増設

新たな直販ルートの実現により地域産業を支援

生しいたけ
全国シェア第３位

（東京都中央卸売市場）

1
日
目

２
日
目

【従前の出荷ルート】

野菜集荷場
（田野畑村）

関東方面の市場

野菜集荷場（洋野町）

【新たな直販ルート】
生しいたけ生産企業

（田野畑村）
生しいたけ生産企業

（久慈市）

生しいたけ生産企業
（田野畑村）

物流拠点
（仙台市内）

関東方面の市場

生しいたけ生産企業
（久慈市）

1日早く市場に
到着可能

鮮度が向上

三陸沿岸道路を利用することで、国道45号利
用時に比べて、想定以上に商品の傷みが少なく
なりました。
三陸沿岸道路の整備が進んだことで、新たに直
販ルートが実現し、現在本格運行中です。
新たな直販ルートでは1日早く到着でき、より鮮
度の良い状態で商品販売が出来るので、単価を
上げた販売がしやすくなっており、より地域のブラン
ド力を高めることができています。その他、経費削
減にも繋がっています。

復興道路・復興支援道路の整備に伴い、輸送コスト削減や冬期の通行止めリスク軽減が
図られ、農畜産品の円滑な輸送や特産品の販路拡大を応援。

全国の鶏卵・鶏肉産出額（全国上位５県）

ブロイラー
生産農家

全線開通後
・内陸と沿岸部のルートを併用し出荷

【納品時間に応じた経路選択が可能に】
・東北道通行止め時の代替路としても利用

【１年を通した安定輸送が実現】

出典：生産農業所得統計（R2)

出典：鶏肉加工工場ヒアリング結果

出典：しいたけ生産業者ヒアリング結果



来訪エリアが
広域化

道の駅「高田松原」
R1.9.22再開

道の駅「高田松原」来訪者の来訪エリアの変化と居住地割合 道の駅「高田松原」のＧW期間の来場者数

復興道路・復興支援道路の整備に伴い、道の駅「高田松原」ではコロナ禍
前（R1）に比べ来訪エリアが広域化し、約６割が県外から来訪。

11

出典：道の駅「高田松原」提供データ
（日平均来場者数 R3.4.29～5.9、R4.4.29～5.8）

出典：ETC2.0（R1.9.22～23）、R4.5.2～3、乗用車）

道の駅「高田松原」来訪者の経路別利用割合

写真：道の駅「高田松原」

道の駅来訪者の約７割が三陸沿岸道路を利用しており、復興道路・復興支援道路の整備に伴い、道
の駅等の観光交流施設による賑わいの創出や広域周遊観光の促進・活性化を支援。

出典：民間人流統計データ（R4.4.29～5.8）

道の駅「高田松原」（R1.9月整備）では、GW期
間中に１日あたり来場者数の最高記録を更新
（９，１００人/日）。

＜道の駅「高田松原」への来訪地＞
R1.SW期間
R4.GW期間に増えた箇所

※道の駅「高田松原」への来訪エリアを着色
（東北地方は市町村単位、その他は県単位）
※道の駅高田松原の再開直後（コロナ禍前）の
連休を比較対象としている

道の駅「高田松原」 R4GW期間の様子

出典：ETC2.0（R4.4.29～5.8、乗用車）、地理院地図を加工して作成

三陸沿岸道路
67%

その他
33%

※陸前高田市内々移動を除く
データ数 n=956

出典：ETC2.0（R4.4.29～5.8、乗用車）

＜利用経路の内訳＞

12
出典：道の駅「高田松原」ヒアリング（R4.5）

◆近年、道の駅「高田松原」の周辺では誘客力のある観光施設がオープンしており、復興道路・復興支援道路
の全線開通により点と点が線でつながり、相乗効果で仙台・宮城方面等からの観光客が増えている。

◆今後は、仙台駅や仙台空港からのレンタカーと連携し、仙台圏からの更なる誘客促進を図っていきたい。
◆観光客の方からも、三陸沿岸道路が整備され、仙台市からでも気軽に観光に来やすくなったとの声も聞
かれます。

気仙沼市

陸前高田市 大船渡市

宮城県

岩手県

道の駅高田松原

約７割が
三陸沿岸道路

利用
E45

陸前高田IC

45

340
E45

通岡IC

陸前高田
長部IC

大船渡碁石海岸IC

42％

25％

＜利用割合＞
～10％
10％～25％
25％～

奥州市
13%

花巻市
9%

一関市
6%

大船渡市
5%

盛岡市
3%

その他
4%

宮城県
36%

北海道
5%

青森県
5%

福島県
3%

山形県
2%

秋田県
2%

関東以南
9%

県内

39%

県外

61%

データ数 255人/日
※陸前高田市内居住者を除く

約６割が
県外から来訪



東北中央自動車道沿線の道の駅来訪者の推移

1413

浜の駅「松川浦」（R2.10月）や道の駅「ふくしま」（R4.4月）
が続々と開業し、震災以降途絶えていた観光イベントが再
開されるなど、広域からの来訪者割合が増加。

出典：ETC2.0（各年5月休日）

東北中央自動車道沿線の道の駅「米沢」は開業４年で累計来場者数６００万人を達成、道の駅「伊達の郷りょうぜん」も
開業４年で５００万人を達成。

復興道路・復興支援道路の整備に伴い、道の駅等の観光交流施設による賑わいの創出や広域周遊観光の促進・活性
化を支援。



復興道路・復興支援道路沿線の教育旅行受入数の推移

岩手県の復興道路・復興支援道路沿線市町村※1では教育
旅行が増加し、令和3年は震災以降過去最高の約1.9倍
に増加。

出典：いわての観光統計

観光関係者の声

岩手県を周遊する教育旅行ルート事例

復興道路・復興支援道路が様々なテーマを組み合わせた広域的なツアー
創出を可能とし、地域の魅力発信に貢献。

15

道路整備に伴う教育旅行の行程事例

復興道路・復興支援道路の整備に伴い、教育旅行における施設周遊時の
移動時間が短縮、沿岸部と内陸部を周遊しやすい環境に変化。

16
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青森・岩手・宮城・福島の工場立地状況（H23～R3） 復興道路・復興支援道路沿線市町村の工場立地と設備投資額の推移（累積）

復興道路・復興支援道路沿線には、11年間で新たに工場が２７６件立地し、約４１億円の設備投資が実施。

出典：工場立地動向調査 出典：工場立地動向調査
※復興道路・復興支援道路沿線市町村：青森県（八戸市、階上町）、岩手県（盛岡市、宮古市、大船渡市、花巻市、久慈市、遠野市、陸前高田市、釜石市、奥州市、大槌町、山田町、岩泉町、
野田村、洋野町）、宮城県（仙台市、石巻市、塩釜市、気仙沼市、多賀城市、登米市、東松島市、利府町、女川町、南三陸町）、福島県（相馬市、伊達市）

気仙沼IC近隣の水産加工施設等集積地 気仙沼市工場立地の産業分類内訳（H23-R3）

宮城県気仙沼市では、効率的な流通体制を目指して共
同トラックターミナルが整備され、運送事業者６社が三
陸沿岸道路を利用し配送。

出典：気仙沼市提供資料（R3.2月時点立地企業数）

出典：工場立地動向調査

気仙沼市の水産加工業出荷額の推移

IC近郊には水産加工団地が集積され、新規橋梁整備に
伴い更にICアクセス性も向上し、主要産業の出荷額の
回復等、企業活動を応援。

出典：工場立地動向調査



20

内陸部と釜石港の物流ルート例

釜石港では復興道路・復興支援道路の開通や港湾機能の向上とともに、港利用企業数
やコンテナ取扱量が増加し、利用企業の範囲が拡大。

釜石港利用企業数と一般貨物コンテナ取扱量の推移

自動車関連部品製造企業（遠野市）では、復興支援道路の整備を受け物流拠点を新設
（R2.9月）、製品出荷を釜石港利用に変更し、輸送コストが約５０％減少。

19

復興道路・復興支援道路の整備と港湾機能の強化により、物流効率化による産業活性
化を支援し復興を牽引。

※ TEUとは20フィートで換算したコンテナ個数を表す単位。 出典：釜石市資料

出典：釜石市資料

出典：物流企業ヒアリング結果



久慈市内の
病院

大船渡市内の
病院

盛岡方面の
病院

大槌消防署

釜石消防署

宮古消防署
宮古市

大船渡市

久慈市

釜石市

八戸市

矢巾町

E45

E4A

E4 E45

E46E46

E4

盛岡市

八戸市内の
病院

三次救急医療施設への搬送経路 線形不良個所の回避により安心して通行可能に

21

復興道路・復興支援道路の整備の伴い、迅速かつ揺れの少ない安心した救急搬送が可能となり、三陸沿岸
エリアの救急医療活動を支援。

※開通前はH22.10時点
「宮古市」は国道45号と国道106号の交差点、釜石市は国道45号と国道283号の交差点。
H27道路交通センサス（昼間非混雑時旅行速度）、開通後は制限速度で算出。

22

宮古地区における
管外搬送実績

釜石・大槌地区における
管外搬送実績

救急搬送上の急カーブ連続箇所

急勾配、急カーブなど線形不良箇所が“ゼロ”に
線形不良箇所数

三 陸 沿 岸 道 路

宮 古 盛 岡 横 断 道 路

東北横断自動車道 釜石秋田線
（釜石～花巻）

現 道 区 間 開 通 区 間

154箇所

1０4箇所

９１箇所

０箇所

０箇所

０箇所

線形不良箇所を回避（区界道路）

復興道路・復興支援道路による所要時間短縮

復興・復興支援道路に直結
救急活動の迅速化

救急搬送時の高規格道路利用により、急勾配や急カーブなどの線形不良個所が回避され、走行安定性が
向上。

開通前 開通後
46分→37分

開通前 開通後
132分→95分

開通前 開通後
118分→67分

開通前 開通後
127分→87分

127 分

87 分

0
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開通前 全線開通後

40分
短縮

46 分
37 分

0

20

40

60

80

100

120

140

開通前 全線開通後

9分
短縮

※ 各所要時間の開通前はH22.10時点。
H27道路交通センサス（昼間非混雑時旅行速度）、開通後は制限速度で算出。

※ 宮古地区は宮古地区広域行政組合消防本部管内（宮古市、山田町、岩泉町、田野畑村）、釜石・大槌地区は
釜石大槌行政事務組合消防本部管内（釜石市、大槌町）

※ 管外搬送実績は宮古地区広域行政組合及び釜石大槌行政事務組合
消防本部 提供

宮古市～岩手医科大学附属病院 釜石市～大船渡病院

復興道路・復興支援道路の開通により、三次救急医療施設への
アクセス性が向上。

R2年
搬送件数
237件

盛岡方面の
病院 62％

久慈市内の
病院 28％

その他自治体
病院 10％

R2年
搬送件数

82件盛岡方面の
病院 39％

その他自治体
5％

大船渡市内の
病院 56％



復興道路・復興支援道路利活用懇談会の立ち上げ 広域連携の取り組み：道・絆プロジェクト

23 24

＜事業中（H23～）＞

『 宮城県復興道路会議 』
『 岩手県復興道路会議 』

『 福島県復興道路会議 』
○目的 ●一日も早い完成に向け円滑に事業を進める

○内容 ●関係者に対する事業進捗への合意形成

●関係者の連携による課題解決

「道路の整備」から「利活用のフェーズ」に移行

＜開通後（R3～）＞

青森県･岩手県：

『 三陸沿岸道路等利活用懇談会 』
宮城県：

『 三陸沿岸道路利活用戦略会議 』
福島県：

『 東北中央自動車道（相馬～米沢）
利活用促進に関する懇談会 』

○目的 ●復興道路・復興支援道路を最大限に利活用した、広域連携の推進による

地域活性化

○内容 ●広域的な連携策の情報共有・議論の合意形成

●ストック効果等の情報発信

●復興道路・復興支援道路を活用した、新たな交流・連携による取り組みの

推進

道・絆プロジェクト 検索

「道・絆プロジェクト２０２２」
～復興道路等を活用した広域的な連携交流を支援します～




